
2018年度賃金引き上げ交渉妥結
ベアは基本給に一律配分の要求提出

本
部
は
３
月

日
、
２
０

23

１
８
年
度
賃
金
引
き
上
げ
、

夏
季
手
当
お
よ
び
諸
要
求
に

つ
い
て
の
交
渉
を
集
約
し
、

会
社
に
妥
結
を
通
告
し
ま
し

た
。本

部
は
２
月

日
、
基
本

13

給
の
一
律
６
，
０
０
０
円
引

き
上
げ
、
定
期
昇
給
制
度
の

是
正
、
夏
季
手
当
３
．
５
ヶ

月
分
支
給
、
更
衣
時
間
の
労

働
時
間
化
、
新
幹
線
車
掌
削

減
反
対
な
ど
を
柱
と
す
る
要

求
を
「
２
０
１
８
年
度
賃
金

引
き
上
げ
、
夏
季
手
当
及
び

諸
要
求
の
申
し
入
れ
」
（
『
申

第

号
』
）
で
会
社
に
提
出

36
し
ま
し
た
。

交
渉
は
、
再
申
し
入
れ
を

含
め
７
回
の
団
体
交
渉
を
行

い
ま
し
た
。
本
部
は
、
業
績

を
上
げ
た
最
大
の
功
労
者
は

現
場
で
働
く
組
合
員
、
社
員

で
あ
り
、
賃
金
引
き
上
げ
や
、

夏
季
手
当
、
専
任
社
員
や
出

向
会
社
も
含
め
た
労
働
条

件
、
諸
手
当
の
改
善
は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
と
主
張
し
、

組
合
員
の
団
結
を
背
景
に
２

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
３
月
11

日
、
都
内
で
２
０
１
８
春
闘

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
７

年
の
日
、
地
震
発
生
時
刻
14

時

分
に
合
わ
せ
て
、
全
員

46
で
犠
牲
者
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

小
林
委
員
長
は
挨
拶
で

「
今
春
闘
を
労
働
組
合
ら
し

く
職
場
か
ら
闘
お
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。
本
部
か
ら
の
問

題
提
起
と
し
て
、
本
橋
副
委

員
長
が
「
労
働
法
制
を
巡
る

情
勢
と
我
々
に
と
っ
て
の
働

き
方
改
革
」
、
山
本
副
委
員

長
が
「
更
衣
時
間
を
労
働
時

間
に
さ
せ
る
闘
い
に
つ
い

て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

「
働
き
方
改
革
」
の
「
長

時
間
労
働
の
規
制
」
は
、
過

労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
時
間

外
労
働
が
現
実
の
中
、
残
業

代
を
ゼ
ロ
に
す
る
高
度
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
導

入
で
更
な
る
労
働
時
間
の
増

大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
「
賃

金
引
き
上
げ
と
労
働
生
産
性

向
上
」
は
、
政
府
が
労
働
者

に
幻
想
を
持
た
せ
る
も
の
で

あ
り
、
賃
金
は
労
使
交
渉
で

勝
ち
取
る
も
の
で
す
。
「
働

き
方
改
革
」
の
本
質
は
、
経

済
対
策
の
た
め
で
、
労
働
者

に
低
賃
金
・
長
時
間
労
働
を

強
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
、
真
の
「
働
き
方
改

革
」
は
労
働
者
の
闘
い
に
よ

っ
て
勝
ち
取
る
も
の
だ
と
訴

え
ま
し
た
。

更
衣
時
間
を
労
働
時
間
に

す
る
闘
い
に
つ
い
て
は
、
労

働
基
準
監
督
署
に
お
け
る
取

り
組
み
、
労
使
協
議
の
場
に

お
け
る
会
社
へ
の
追
及
、
社

長
宛
の
未
払
い
請
求
、
Ｊ
Ｒ

総
連
青
年
協
の
闘
い
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
加
藤
業
務
部
長

が
こ
の
間
の
団
体
交
渉
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
年
休
失

効
を
許
さ
な
い
闘
い
、
診
断

書
の
提
出
強
要
を
許
さ
な
い

闘
い
な
ど
、
職
場
で
の
実
践

を
積
極
的
に
発
言
し
ま
し

た
。
各
地
本
か
ら
の
決
意
表

明
の
後
、
木
下
書
記
長
は
ま

と
め
で
「
私
た
ち
に
と
っ
て

の
働
き
方
改
革
は
、
職
場
か

ら
の
闘
い
で
勝
ち
取
ろ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。
森
下
組
織

担
当
部
長
の
ア
ピ
ー
ル
、
小

林
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
セ
ミ
ナ
ー
は
成
功
裡
に

終
了
し
ま
し
た
。

川
元
理
財
局
長
の
国
会
証
人

喚
問
が
行
わ
れ
た
。
肝
心
な

質
問
に
は
、
回
答
拒
否
の
連

続
で
あ
っ
た
。
事
実
上
の
黙

秘
で
あ
る
。
安
倍
首
相
夫
妻

の
関
与
の
疑
惑
は
さ
ら
に
増

大
し
た
と
言
え
よ
う
。
多
く

の
国
民
が
怒
り
を
持
っ
た
に

違
い
な
い
▼
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
公
文
書
改
ざ
ん
は
犯

罪
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
与
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
職
員
が
自

殺
し
た
。
真
相
が
解
明
さ
れ

な
い
限
り
、
命
は
報
わ
れ
な

い
。
財
務
省
あ
げ
て
の
組
織

犯
罪
と
い
う
疑
惑
は
晴
れ
な

い
で
あ
ろ
う
。
麻
生
大
臣
と

安
倍
首
相
は
辞
任
に
値
す
る

▼
韓
国
で
は
、
朴
槿
恵
（
パ

ク
・
ク
ネ
）
前
大
統
領
が
収

賄
罪
で
、
李
明
博
（
イ
・
ミ

ョ
ン
バ
ク
）
元
大
統
領
が
収

賄
、
背
任
、
脱
税
、
職
権
乱

用
な
ど
の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ

た
。
日
本
で
は
、
森
友
問
題

で
の
政
治
家
へ
の
捜
査
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
疑
問
で

あ
る
。
一
方
で
、
籠
池
元
理

事
長
の
長
期
間
の
投
獄
は
、

口
封
じ
と
し
か
言
え
な
い
▼

森
友
問
題
の
他
、
加
計
学
園
、

ス
パ
コ
ン
補
助
金
不
正
受
給

事
件
は
、
ど
れ
も
政
治
絡
み

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
リ
ニ
ア

も
問
題
で
あ
る
。
一
企
業
に

対
し
て
の
公
的
資
金
３
兆
円

も
の
融
資
は
、
桁
外
れ
の
優

遇
措
置
だ
。
こ
れ
ら
全
て
に

関
係
し
て
い
る
の
が
安
倍
首

相
で
あ
る
。
ト
カ
ゲ
の
シ
ッ

ポ
切
り
は
許
さ
れ
な
い
。
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佐
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月
を
回
答
し
ま
し
た
。
そ
の

他
の
要
求
に
つ
い
て
は
改
善

を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
本

部
は
、
回
答
を
持
ち
帰
り
検

討
し
、
同
日
『
申
第

号
』

43

で
再
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。３

月

日
、
再
申
し
入
れ

22

に
対
す
る
団
体
交
渉
を
開
催

し
ま
し
た
が
、
会
社
は
態
度

０
１
８
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
を
闘

っ
て
き
ま
し
た
。

会
社
は
、
賃
金
引
き
上
げ

を
拒
む
理
屈
に
終
始
し
、
組

合
と
対
立
し
ま
し
た
。

会
社
は
３
月

日
、
第
６

15

回
団
体
交
渉
で
、
基
準
内
賃

金
１
，
３
０
０
円
（

歳
ポ

35

イ
ン
ト
、
０
．

％
）
引
き

41

上
げ
、
夏
季
手
当
３
．

ヶ
05

を
変
え
る
こ
と
な
く
、
全
て

の
項
目
で
対
立
を
確
認
し
ま

し
た
。
本
部
は
持
ち
帰
り
検

討
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
以
上

の
前
進
は
困
難
と
判
断
し
ま

し
た
。

本
部
は
３
月

日
、
『
申

23

第

号
』
で
１
，
３
０
０
円

44
を
基
本
給
に
一
律
に
配
分
す

る
要
求
を
提
出
し
ま
し
た
。

職
場
か
ら
２
０
１
８
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
を
闘
お
う
！

２
０
１
８
春
闘
セ
ミ
ナ
ー



名
古
屋
と
静
岡
の
両
地
本

は
３
月

日
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ
（
キ

22

ャ
ス
ト
、
運
転
士
情
報
端
末

タ
ブ
レ
ッ
ト
）
の
問
題
に
つ

い
て
中
部
運
輸
局
に
要
請
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
問
題
点

は
、
①
運
転
中
に
指
令
か
ら

簡
易
通
告
な
ど
が
発
せ
ら
れ

た
場
合
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
操

作
で
前
方
注
視
が
で
き
な
い

（
前
方
を
見
な
い
で
運
転
を

続
け
る
）
。
②
ワ
ン
マ
ン
列

車
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
死
角

と
な
り
、
ホ
ー
ム
ミ
ラ
ー
の

確
認
が
で
き
な
い
な
ど
、
安

全
を
阻
害
す
る
大
き
な
問
題

を
孕
ん
で
い
ま
す
。
導
入
後
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
操
作
に
起
因

す
る
事
故
・
事
象
が
数
件
発

生
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
速

度
超
過
事
故
は
２
件
発
生
し

ま
し
た
。

両
地
本
の
参
加
者
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
問
題
の
他
、
高
齢

者
運
転
士
の
運
転
、
乗
務
員

の
睡
眠
時
間
に
つ
い
て
の
問

題
点
を
訴
え
ま
し
た
。
そ
し

て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
導
入
を
改
め
る
よ
う
指

導
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

運
輸
局
の
担
当
者
か
ら

は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
連
絡
を
す

る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

「
さ
よ
な
ら
原
発
一
千
万

署
名
市
民
の
会
」
主
催
の
「
い

の
ち
を
守
れ
く
ら
し
を
守
れ

フ
ク
シ
マ
と
共
に
さ
よ
な
ら

原
発
３
・

全
国
集
会
」
が

21

３
月

日
、
東
京
・
代
々
木

21

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
降
雪
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
集
会
に
は
各
種
団

体
、
市
民
約
１
万
２
千
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海

労
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
の
仲
間
と

共
に
組
合
員
・
Ｏ
Ｂ
が
集
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

関
西
電
力
は
３
月

日
に

14

大
飯
原
発
を
再
稼
動
さ
せ
ま

し
た
。
九
州
電
力
も
玄
海
原

発
を

日
に
も
再
稼
働
さ
せ

23

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
参
加

者
は
、
脱
原
発
社
会
の
実
現

に
向
け
て
訴
え
ま
し
た
。

平
成

年
（
ワ
）
第
６
７

28

０
号
賃
金
請
求
事
件
（
ボ
ー

ナ
ス
カ
ッ
ト
共
同
本
人
訴
訟

Ⅱ
）
判
決
が
３
月

日
、
大

23

阪
地
方
裁
判
所
で
言
い
渡
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
裁
判
は
、
大
阪
第
二

運
輸
所
分
会
山
口
敏
明
さ
ん

の
平
成

年
度
の
夏
・
冬
の

27

ボ
ー
ナ
ス
及
び
昇
給
、
同
分

会
前
田
稔
さ
ん
の
同
年
度
の

冬
の
ボ
ー
ナ
ス
、
大
阪
仕
業

検
査
車
両
所
分
会
島
津
力
さ

ん
の
同
年
度
の
夏
の
ボ
ー
ナ

ス
及
び
昇
給
が
そ
れ
ぞ
れ
カ

ッ
ト
さ
れ
た
こ
と
は
不
当
だ

と
し
て
提
訴
し
て
い
た
事
件

で
す
。
裁
判
の
争
点
は
、
注

意
指
導
の
有
無
で
、
注
意
指

導
し
た
と
す
る
管
理
者

名
24

の
証
人
尋
問
が
行
わ
れ
ま
し

た
。３

名
の
原
告
は
、
カ
ッ
ト

さ
れ
た
理
由
は
身
に
覚
え
が

無
く
管
理
者
の
ね
つ
造
だ
と

訴
え
ま
し
た
が
、
裁
判
所
は

被
告
会
社
の
言
い
分
だ
け
を

採
用
し
、
不
当
な
判
決
を
下

し
た
の
で
す
。

判
決
日
に
併
せ
て
新
幹
線

関
西
地
本
は
裁
判
報
告
集
会

を
開
催
し
、
裁
判
を
通
じ
て

ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
者
が
ゼ
ロ

に
な
っ
た
意
義
と
、
今
後
も

会
社
か
ら
の
不
当
な
攻
撃
を

許
さ
な
い
闘
い
を
構
築
す
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

（２）第３９７号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１８年（平成３０年）４月１日

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
安
全
を
阻
害
す
る
も
の
だ
！

中
部
運
輸
局
要
請
行
動

安倍政権は直ちに退陣せよ！
国会前の連日追及行動に参加

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員

会
主
催
の
「
森
友
学
園
疑
惑

徹
底
追
及
！
安
倍
内
閣
は
総

辞
職
を
！
国
会
前
連
続
行
動

へ
の
総
結
集
を
呼
び
か
け
ま

す
」
国
会
前
行
動
が
、
３
月

～

日
の
連
日
に
か
け
て

13

23

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東

海
労
は
Ｊ
Ｒ
総
連
の
仲
間
と

共
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

日
の
集
会
に
は
、
約
３
，

15
０
０
０
名
が
国
会
前
に
結
集

し
、
安
倍
政
権
へ
対
す
る
怒

り
の
コ
ー
ル
を
ぶ
つ
け
ま
し

た
。
政
党
で
は
、
立
憲
民
主

党
、
社
民
党
、
沖
縄
の
風
、

共
産
党
、
民
進
党
の
代
表
が

結
集
し
ま
し
た
。

年
休
裁
判
第
２
回
口
頭
弁

論
（
第
２
次
提
訴
に
つ
い
て

は
第
１
回
口
頭
弁
論
）
が
東

京
地
方
裁
判
所
で
３
月
26

日
、
大
阪
地
方
裁
判
所
で
３

月

日
、
そ
れ
ぞ
れ
開
廷
さ

28
れ
ま
し
た
。
静
岡
地
本
と
名

古
屋
地
本
の
仲
間
も
傍
聴
に

駆
け
つ
け
ま
し
た
。

東
京
で
は
、
第
２
次
提
訴

の
原
告
で
あ
る
東
京
第
二
運

輸
所
分
会
の
斉
藤
厚
志
さ

ん
、
今
城
敬
一
さ
ん
、
内
村

俊
幸
さ
ん
、
廣
瀬
哲
也
さ
ん

が
意
見
陳
述
を
行
い
ま
し

た
。
原
告
４
名
は
、
年
休
を

取
得
で
き
な
か
っ
た
損
害
な

ど
を
堂
々
と
主
張
し
ま
し

た
。被

告
会
社
は
、
職
場
の
休

日
取
得
に
関
す
る
要
員
操
配

に
つ
い
て
、
裁
判
所
よ
り
準

備
書
面
で
の
提
出
を
求
め
ら

れ
ま
し
た
。
次
回
の
期
日
は
、

東
京
は
５
月

日
、
大
阪
は

28

５
月

日
で
す
。

30

不
当
判
決
を
許
さ
ず
闘
お
う
！

Ｂ
Ｃ
共
同
本
人
訴
訟
Ⅱ

原
告
４
名
が
堂
々
と
意
見
陳
述
！

年
休
裁
判
第
２
回
口
頭
弁
論

原発再稼働を中止せよ！
3.21さようなら原発全国集会


